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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

業績の動向を踏まえ、特別損失を計上するとともに、平成22年 10月８日に公表した平成 22年 11月

期（平成21年12月1日～平成22年11月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の計上について 

   当社グループは、当連結会計年度において損失を計上した株式会社トドクック及び株式会社だい

もんの、のれんに関する一時償却費 400百万円、総菜宅配事業の事業構造改善費用 147百万円、主

に回転寿司すし兵衛の不採算店舗に関する減損損失21百万円を特別損失として計上いたします。 

   また、個別業績においては、株式会社トドクック及び株式会社だいもんの関係会社株式評価損610

百万円を特別損失として計上いたします。 

 

２．平成22年11月期通期連結業績予想の修正 

（平成21年12月１日～平成22年11月30日） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

１ 株 当 た り 
連結当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

9,500 
百万円 

100 

百万円 

50 
百万円 

△150 

円 銭 

△2,512.56円 

今回修正予想(Ｂ) 9,038 △46 △118 △890 △14,921.90円 

増 減 額(Ｂ－Ａ) △461 △146 △168 △740 － 

増 減 率(％) △4.9％ － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成21年11月期） 
10,816 130 49 △151 △2,523.41円 

 



３．平成22年11月期通期個別業績予想数値の修正 

（平成21年12月１日～平成22年11月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

5,500 

百万円 

130 

百万円 

175 
百万円 

25 

円 銭 

418.76円 

今回修正予想(Ｂ) 5,365 79 126 △588 △9,861.72円 

増 減 額(Ｂ－Ａ) △134 △50 △48 △613 － 

増 減 率(％) △2.4％ △38.9％ △27.7％ － － 

（ご参考）前期実績 

（平成21年11月期） 
5,837 105 137 △25 △428.91円 

 

４．修正の理由 

(1) 連結業績 

 売上高は、総菜宅配事業の売上高及び回転寿司すし兵衛の店舗業績が未達となったことを主たる

要因として、前回業績予想に対して461百万円減の9,038百万円となる見通しであります。 

 利益につきましては、主に総菜宅配事業及び回転寿司すし兵衛における売上未達を要因とした損

失計上及び玄品ふぐ事業の繁忙期に備えた人材採用等を主たる要因として利益額が減少し、営業損

失46百万円（前回予想は営業利益100百万円）、経常損失118百万円（前回予想は経常利益50百万

円）となる見通しであります。 

また、上記記載のとおり、のれん償却費、事業構造改善費用、減損損失等の特別損失を計上する

こととなったため、当期純損失 890百万円（前回予想は当期純損失 150百万円）となる見通しであ

ります。 

 

(2) 個別業績 

 売上高は、前回業績予想 5,500百万円に対して 134百万円減少の 5,365百万円となり、利益につ

きましては、売上未達及び玄品ふぐ事業の繁忙期に備えた人材採用等を主たる要因として、営業利

益は、前回業績予想 130百万円に対し 50百万円減少し 79百万円となり、経常利益は、前回業績予

想175百万円に対し48百万円減少し126百万円となる見通しであります。  

また、上記記載のとおり、特別損失として関係会社株式評価損 610百万円を計上することとなっ

たため、当期純利益につきましては、前回業績予想25百万円に対し、613百万円減の当期純損失588

百万円となる見通しであります。 

 

以 上 

 
 


